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浚渫泥土 の 分離堆積

Segregating　sedimentation 　of 　pump −dredged　clayey 　materlals 　in　reclamation
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表一1 実 験に採用 した 粒径区分と記号
1， は じ め に

　近 年，日本 に お け る 浚渫埋 立 工 事

は埋立地 を軟弱 な粘土 や へ ど ろ の 土

砂処分地 と して利用 した も の が多

い 。主 に 細 粒 土 か らな る海底 土 を ポ

ン プ船 で 浚渫 し埋 め立 て る揚合 ， 水

面上 に ス ラ リー状で投入 され る浚渫

土 の 埋立地内 に お け る堆積状態 は ，

粗粒土が分離しな が ら沈降す る もの

M 工T
分 類 名 粘　　土

　　　　1ra 粒

シ 　　 ル 　　　ト

中　　 粒 粗 　　　 粒
砂

粒径（mm ） 　 　 　 OOO2

eii　iT 「 粘 到
　 　 　 0．001　　　 0．DO5

0．006 0．02 0，06

Jls
分 類 名 シ　　 ル 　 　　ト 砂

粒径（mm ） 0．074

　　　iCL SIr

実 験
分 類記 号 COL

　　　 I S 且 S2

粒径（mm ） ［　　　　　」 0，0010 ． 050 ．Ol0 ．

と，細粒土が流送され る間に 分離分級 され フ ロ ッ ク を形成

し て 沈降 す る もの とが あ る。そ の 結果 ， 埋 立 地 盤 を構成す

る粒度組成は浚澡地盤と異な っ た もの とな り，大略 ， 次の

よ うに 区分す る こ とが で きる 。す な わ ち，浚渫土を投入す

る 付近 に粗粒土 が 堆積 し
，

ほ か の 大半は 海水 と混合され た

高含水比 の 細粒土で 占め られ る
1）。 こ の 細粒土地盤 の 特性

を知 る た め に，埋立工 事計画 に 際 して ， 浚諜 予定地 か ら採

取 した 土 に海永 を加 え 泥水 とな し，沈降実験や沈降堆積土

の 力学試験 が行 わ れ て い る。本報告 は泥水中の 土粒子 が沈

降堆積 す る 時 に分離分級 され て 構成す る 土粒 子径 の 分布特

性 を実験 に よ り求 め，埋 立 地内 に 堆積す る 細粒土 の 粒度組

成 を予測 した。こ の 結果 は，浚渫地区 の 採取土 か ら埋 立 地

盤を予測す る た め に供すべ き試料 を決 め る の に 利用す る こ

とが で き る。

2．　 沈降時 に分離する土粒子径

　 2．1 実験内容

　土粒子 の 名称 は そ の 等価粒径に よ っ て 粘土 ・シ ル ト・砂・

礫 に 区分 され る が，各粒径範囲は各国 の 規格に よ っ て 異 な

っ て い る。海 面 埋立工 事 に お け る 粒度分離に 関す る 適切な

粒径 区分 を求 め る た め に， JISに規定され て い る 粒径 区分

の シ ル トを更 に 4 分割した 区分 で 土性 の 違 う各種の 細粒土

に つ い て沈降堆積時に分離し て深度方向に分布の 変化する

粒 径 を調 べ た 。

　実験で 区分した粒径お よび記号は表一 1 に示す よ うに 他

規格と比較し て決 め た。

2．2　試料調製

SsSlcS4O

．04　　　　0．C74

SA

　実験 に供 した 試料 は海底 よ り採取 し た もの を 2000pmk ・

る い で 裏ご し した もの を使用 し た。泥水中に お け る 土粒 子

の 沈降現象 は 主 に 泥 水濃度 ， 塩分量 ， 粘土鉱物 の 種類 に よ

っ て 異な る の で
，

ポ ン プ 船で軟弱 な沖積粘土を浚渫す る場

合 の 平均的 な条件を考慮 して，試料土を比 重 1．023の 海水

に 混合 し て含水比 1000 ％ に調整 した。な お，含水比 の 計

算に は 塩分質量 を 土粒子質量 に 含め な い 補正 を 行 っ て い

る
2〕。

　2．3　泥 水 の 沈 降 お よ び供試体採取

　調製 し た 泥水の 沈降 は 内径 12cm の 透明な ア ク リル 製 シ

リン ダーを用い
， 初期泥水高を 1m と した。こ の よ うな高

含水 比 の 泥水 は，一
般 に 図

一 1に示す沈降と自重圧密過程

を経る が ， 本実験 に おけ る 試料採取時の 堆積状態は 自重圧

密が 進行 し，そ の ク リ
ープ領域 に入 る 時間（t・・の

s）
ま で 静置

した もの と し た。試料 の 抜取 り方法は 図
一2 に示す試料押

出 し機 を使用 して シ リ ン ダーか ら押し出 し， 層別 の 試料を

採取 した。な お ， こ れ らの 試験は 20　

°
C の 恒温 室 で 行 っ た 。

＊
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界面沈降領域

May ，　1984

響
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図一1 干 渉沈降に お け る 沈降曲線
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表一2　試料 土 の 特性

試 料
堆積土高
Hf （cm ）

土

土

土

土

ト

　

　

　

　

レ

粘

粘

粘

粘

ノ

　

　

　

　

シ

台

京

田

媛

本

仙

東

酒

愛

熊

沈降時間（h ）
　 　 　 　 　 比　　重

　t （tl。。）　　 Gs

34．D　　　　　358　（283）

27．5 　　　 525 　（260）
28．0　　　　　332 　（200 ）

15．0　　　　　143　（　73）
15．0　　　　217 　（　40）

2．5572
．6572
．5G32
．8082
．695

液性 限界
tVL （％）

118．795
．594
．047
．131
．6

塑性限界　　　　塑性指数
Wp （％）　　 Jp

33．834
．543
．224
．225
．2

ユOO

84．961
．050
．822
．96
．4

ス ラ イス カ ッ タ
ー

平 面 図

ガイド溝

試料採取容器

ア クリル製

透明シ リン ダ
ー

（沈降容器）

0リン グー

スケール

　 スライスカ ．
ン ター

堆積土

シリン グー底版

　 〔ピス トの

　架 台

一
廓

下
⊥
翻

　

　

ノ
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【
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魚
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図一2 液状粘土 の 押出 し機 と ス ラ イ ス カ ッ タ
ー

O．OOI 　 　 0．Ol　　　　　　　　　 D，l
O．eo5　 粒 径 （mm ） O、074 0．42Lo

ッ トし た もの で あ る 。E は 分 割試料

の 中心 深度 で あ り，縦軸 の 深度は無

次元化 し て あ る。

　土 粒子群 の 分離を 「土 粒 子 が一
様

に懸濁 し た泥水の 沈降過程 にお い て ，

粗粒分 が 早 く沈降 し 下 層部 に 多 く堆

積する現象」 と定義する と ， 図一4
か ら次の 特徴 が指摘 され る 。

　 i） 砂 は 深 度方 向 に増加 し，す べ て の 試料で 分離す る
。

塑性指数（Jp）の 高 い 仙台粘土 は 上層部 に も砂を捕 そ くし て

い る。ほ か の 試料につ い て もご く少量 の 砂 を上層部 に含有

し て い る が，lpの 低い 粘土 に含まれ る 砂 は 下 層 に 分離堆積

す る と考 え て よ い 。な お ， 上 層部 に含 まれ て い る 砂粒径 の

もの に は 貝殻砕片や木片 な ど を多 く混入 し て い る。

　 五） ん の 小 さ い 愛媛粘土 お よび 熊本 シ ル トに 含 まれ る粗

粒 の シ ル トは ， 顕著に 分離 し て 下層 へ の 堆積量 が多くな っ

て い る 。 最下層 で 粗粒 シ ル トの 堆積量が見か け上減少 して

い る もの は ，砂分 の 占 め る率 が多い た め で あ る。ま た，lp

の 高 い 試料ほ ど分離の 程度は小 さくな っ て い る。

　 fi） 0・01　mm 以下 の 粒径 の シ ル トS1は 全試料 に つ い て

分離傾向が 見 られ な い
。

　iv） こ の よ うな含水比 に お け る 粒度分離をす る平均的 な

粒径 の 境界 は ， シ ル トの う ち の 粒径範囲 S2〜S3に ある。

　土 の 性質に よ っ て 分離す る粒径 に は 若干 の 差 が あ る が便

宜的 に粒度分離の 粒径区分 と して ， 粒径 O・　005−−O．　02　mm

　　　　 v^、（％）　　　　　 Mt （％）　　　　　 Ms 〔％｝

　 。
0 】° 21〕 3° 4050

。
01020304090 　091D2

° 304 ・ 50

ト
需。・5

茄 才下
’
　 粘 土 ン 　ル 　ト 細 砂 粗砂

図一3　試 料土 の 粒 径加積 曲線

　 2．4　試料 土

　表
一 2 は 沈降堆積土を シ リン ダーか ら抜 き出す時点 の 堆

積土高 （Hr ）， 沈降時間 （の お よ び 自重圧密終了 時間 （tlo。），

と調製試料の 物理試験結果を示 し て い る。図
一3 の 粒径加

積曲線は層別試料の 各粒径加積 曲線を合成 し た 試料土 の 粒

度組成で あ る。こ の 実線で 表 した曲線 が実験 に供 した 土 の

粒度組成と考え られ ， あ わ せ て 別 途 に行 っ た 調製試料 の 粒

度試験結果 （破絲）とは若干 の 差が あ る 。

　2．5　堆積試料 の 粒度 分 布

　図
一 4 （a ）〜（e ）は沈降堆積 した 土 を 5 層 に 分割 した 試

料 にっ い て JIS　A 　1204 に よ る 粒度試験 を行 い
， 前述 の 粒

径区分 に よ る土粒子質量 百分率 Ms （％）を深度ご とに プ ロ

1．O

↑ll ア

沿
  『　 Pii

ノ

断
（a｝　f山台審占土

D，5
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臨
Il

瞬
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　 　 　 　 　 粒径区分の土粒子含有率　〔％｝

O　　　　宣0　　　20　　　30　　　40　　　50　　　60　　　7D　　　BI，　　　 90

嵩
・゚5

1．o

図一5 細粒 シ ル トお よ び粗粒 シ ル トの 分布

　 　 　 　 　 （a）　　　　　　　皐田粒 シ 1レ　ト

鑞钁
　　　　　　鑼 懇

鑞 灘灘
　　　　　 （C）　　　　粗 粒 シ ル ト

　 　 　 　 　 01mnl

（b｝

［Il口 「「II

　 　 写 真一1 東 京粘土の ン ル ト形状

（d）

「
（Si，

　 S2）を細粒 シ ル ト （SIf）， 粒径 O・　02〜O・　074　mm （S3，
．
S4）を粗粒 シ ル ト（Slc）に 分類 し た。 図

一5 は砂分を除い

た 土 の 質量 を leo％ と し て 計算 し た Slf と SI・ の 深 度 分布

を示 し て お り， 粒径 0．02mm を境界と し て 深度方向 の 分

布が異な る の で 分離に関す る 粒径 の 指標を 0・02mm とす

る 。

　図
一4（b ）に 示 した よ うに 東京粘土 は 粒径 0．02mm を

境と した 分離が 明 りょ うに 現れ て い る。こ の 試料 につ い て

別途 に行 っ た粒度試験 の 沈降試料を深 度別 に 顕微鏡 で 撮影

し た もの が写 真
一 1 で あ り，0・02mm 付近 の 粒径 を境 に 粒

子形状 の 差 が認め られ る。写真
一 1（a ）〜（d ）は分離堆積

した 試料 を 2mm 厚 に ス ラ イ ス して 撮影 した 連続写真で あ

る 。

3． 分離細粒土の粒度特性

　3．t 沈降過 程 に おける粒度分離

　沈降過 程 に つ い て は 前述 （図一 1）の とお りで あ るが ，

各沈降過程 で 深度方向への 粒径分布 の 移動 を確 か め るた め

に，時間を変 え て 深度別 の 粒度試験 を行 っ た。実験方法 は

2．2， 2．3 に準 じ t・ ま で の 試料採取 は 真空 ポ ン プ で 吸引 し

た。沈降過程 に おけ る 各堆積試料高 は 異な る の で，深度別

の 粒 度 の 比較 は 堆積試料 か ら層別 に 採取 し た 土 の 各土粒 子

実質高さで 行っ た。な お ，各 シ リ ン ダーに 入 れ る 試料の 土

粒子 実質高 Hs は あ る程度 の 差 が生ず る の で，　 Hs 　・＝1 とし

た深度方向の 土粒 子 実質高比 で表 し た 。 試 験結果 の 整理 は ，

沈降過程 に あ る堆積試料を n 層 に 分割 した各試料 につ い て

行 っ た試験結果 に よ り， 以下 の 計算を行 っ た。

dH 、n ＝ 、4坦篁 ＝

　 　 　 1十 en

　　AH ／n

1＋9皿 ．玉
　 　 Pw　 　 　 　 loo

…………・…・…・
（1＞

r・H ・ ・
一畿

・……………・……・…・・・…一・…（・）

　 　 　 　 　 　 n −1

　　　堀 一

測 砺 ＋去轟 ……一・…一……………・
（3）

　こ こ に，riHsn；ee　n 層の 土粒子実質高（c 皿 ），　 dHrn ： 第

n 層の 全層 に 対 する 土粒子実質高比，H ・in ：第 π 層中央深

さ ま で の 堆積土上面 か らの 土粒子実質高 比 （表面 か ら深 さ

i ま で の 土粒子質量 の 全質量 に対す る比），
dHn ： 分割層

厚 （cm ），　 Gsn ：土粒子比 重 ，
　 Wn ： 塩分補正 し た 含 水 比

（％），
en ： 間隙比 ，

　 Pw ：水 の 密度 （海水 1．023　gfcmS ）で

ある。

　全試料 の 平均粒度分布 は 層別試料 の 各粒度試験結果 を合

表一3　層別試料採取 時の 沈 降過程 と粒度 組成

試 ト睾

一
1
− ．．．

東　京　粘　±

熊 本 シ ル ト

記　　号 沈降過程

…・・●……　　　〈to

−一一一X ’…− I　　 to

−
○
一 …　 ＞t］。。

……
●
……

　　　〈te

’一一一一X −一一一　　　　 te

− ○一 　　　＞t］。o

沈降時間

　（h）　 ・．一 一
　 　 　 　 　 COL

4．57
．2525

　 1．03
．2217

　 　 　 　粒 度 組 成 （％）

o，OQ1　　　　　　 0，GO5　　　　　　0．02　　　　　　0．074
CL SIf Slc SAf0

，42（mm ）　　 土粒 子比退

　 　 SAc

30．832
．033
．614

．311
．111
．3

21，822
，623
，9023

224

22．9　　　　　　15．8
24．3　　　　 13．9
23．7　　　　　　　12．9

4．45
．36
．8

42．743
．743
．8

8．36
．85
．5

0．4e
．40
．4

36．237
．733
．8

o．400

2．6532
，6512
．6582

，6942
、6952
，693
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図一6 沈 降過程 に お ける 粒 度の 深度分布 注）記号 は表
一3

成して   式に て 計算で 求 め た。

　　　Ms 　＝　Z　Msn ・dHrn ……………一……・・………（4）

　こ こ に，Ms ： 全試料 に 対す る 各粒径区分 の 土粒子 質量

百分率，Msn ：第 η 層の 各粒径 区分 の 土 粒 子 質量 百 分率 。

　表一3 は 層別試料 を 採取 した と きの 堆積土 の 沈 降 過 程

（時間） と各試料の く4）式 よ り求め た粒度組成で あ る 。 こ の

実験試料は 混合か くは ん した一
つ の 試料 か ら三 つ に分割調

製 し た もの で あ る が
， 粒度組成 に 多少 の 差が あ る 。 図

一 6
は沈降過程 に お ける粒度の 深度分布を比較し た も の で あ る

が，試料土 自体 の ば らつ き も あ る の で ， 実験範囲で は顕著

な差は な い と 言 え る 。 す な わ ち ， 粗粒分 の 分離は 沈降開始
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図
一7　堆 積土 の 深度と土 粒子 実質高比 の 開係

一
を二 つ の 曲線 で 表示 して い る

。
な お，

面深度 で あ る。矧 H ∫
〜Hsx 曲線に現れ る最大曲率点 の 深

度は 図
一6 の 粗粒分 が 急増す る 深度と同等 の HSt で あ る こ

とか ら，図一7 の 結果で 粒度分離深度を求め る指標 とす る

こ と がで きる。沈降時問が to 以下〜tl。。 の 試料状態 に お い

て ，同
一

試料 に対する 粒度分離 を図一 7 の 最大曲率点で 比

較す る と ， ほ ぼ同 じ Hsgに 最大曲率点が あ り， こ の 沈降状

態 の 範囲 で は 分離す る Hsx は 同等で あ る 。

　 3．2　分離試料 に よる再堆 積

　層厚 1m の 愛媛粘土泥水 を シ リン ダー
の 中で 沈降 させ ，

沈降時聞が ∫
。 の と き に （層厚 21．5cm ），

0〜4〜8〜16〜

21・5cm の 深 さ別 に試料 を採取 し 5 層 に分 け， こ れ をそ れ

ぞ れ含水比loeo％ に 調整 し て 再沈降 させ，自重圧密 が ク リ

ープ領域 に入 っ た の を確認 し て各堆積試料の 深度〜含水比

分布 を調べ た。結 果 を 留H ノ
〜H3 。，　 W の 関係 で 整理 した

もの が図一 8で あ る 。 上部 3層の 含水 比 は ， 深度変化が少

な く xfHf 〜Hsz に も最大曲率点が 現れ ず再沈降過程で の

分離は な い 。下 部 2層 は 再分離 し，第 4層試料 は Hsg≒0・55
．

第 5 層試料 は Usx≒ 0・15に分離点が あ る 。 以上 の結果 か ら 。

o．GO

後 の 早 い 時間に 生 ず る
4）

こ とが分 か り， 少 な く

とも自重圧 密開始後 （t。 以降）で は 土粒子 間の

相対的な移動 は な い と見なされ る。ま た熊本 シ

ル トの 結果 は， Slc 以 上 の 粗粒 分 が 分離堆積 す

る こ とを明確に 表現 し て い る 。

　沈降時 に 粒度分離 して 下 層に堆積す る粗粒土

の 密度は ，
フ ロ ッ ク を形成して 堆積す る細粒土

の 密度に比 して 大き くな る。こ の 特性か ら粒度

分離状態 を調べ る た め に ，堆積土 の 深 度 と土粒

子実質高 Lt　Hsz の 関係を示 し た も の が図一7 で

あ る。横軸 をHsx と iv
／亙蹕

．
で表した 場合の 勾

配 が急増 し，最大曲率 を 示 す 点 とな る 剛 H ∫ は

同
一

とみな され る が ， 最大 曲率点判別 の 優劣 は

実験データーに よ っ て 異な る の で ，同
一

データ

　　　　　　　　　　　　 9 は 層別試料 の 下

価♂．
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記 号　 試 料
一 1山台 粘土

一一一東京 祐 土

一一一 酒 田 粘 土

一・一一愛媛 粘 土

………・1熊本シル ト

　 o．しIl

粒 径 （mrn ）

図一11 分 離細粒 土の 粒径加 積曲線

O，1

一た ん，分 離 し た細粒土 は ，同 じ 条件下 に お け る 再沈降で

は も は や 分離 し な い 。

　3．3　分離堆積す る細粒土 の粒度組成

　埋立地に は ， 浚渫地盤に含ま れ る粗粒土が逸脱し た高含

水比 の 細粒土 が大き な体積とな っ て堆積す る が，そ の 細粒

土 の 粒度組成を予測す る 方法 と して ， 今ま で に 述べ た層別

試料 に よ る粒度試験結果を用 い 粒度分布を深度方向に 加積

した図を作成 した。図
一9 は ， 図 一4（b ），（d ）の データ

ーか ら作成 し た も の で ， こ の 図か ら も SI。 以 上 の 粗 い 粒 径

の もの が急増す る 境界の Hsx で，図
一 4 に さ か の ぼ っ て 深
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度 を求 め る と分離深度 が決 ま る。こ の 境界面 の Hsx に お け

る 図 の 粒度 （そ の Hsx ま で の 平均粒度 を示す）が 埋 立地 に

堆積す る細粒土組成に 近 い もの と推定 され る 。

　図一10は 沈降時間 を tloo以 上 と し た 各試料 （図一 4）の

zfHr 〜Hsz の 関係 を示 して い る 。 また分離深度 の Hsx は，

そ れ ぞれ の 試料 に 対す る 図
一 9 の 関係を参考に記入 して あ

る。な お
， 仙台粘 土 の 分離深度 は 明確 で は な い が わ の 高

い こ とに 起因 し て い る もの と思 わ れ る 。

　分離 す る Hs ： が求 まれ ば，前述 の 深度加積 した粒度分布

図 で分離深度点に お け る 粒度組成が 推定す る 細粒 土 地盤 の

粒度 で ある。図
一11は以上 の よ うに し て求 め た各種試料 の

分離細粒土の 粒径加積曲線 で あ る 。

4． 埋 立現 場を対象 と した実験 と調査例

　4，1 埋立概要

　東京湾横須賀の 埋立工 事 に お い て現場と室内実験 の 対応

を 試 み た。埋立地 は 図一12に示す よ うに 海面 を護岸 で 締め

切 り， 更 に中仕切堤 を有す る 平面形状 と な っ て い る。

　埋 立地 へ の 土砂投入状態は，初期 に お い て は海面上 か ら

ス ラ リ
ー状の 土 を海中に 投入 し，埋立 面 の 上昇 と と も に最

終的 には ス ラ リー土 は埋 立 面 に直接投入 され た。ま た浚渫

土 に は 排砂管か ら有機系凝集剤を注入 して い る。

　浚渫地盤 は 層厚 2．5m 以 下 で，粘土地盤 と砂地盤 に 平面

的 に 分 か れ て 分布 して い る 。 工事は比較的小 規模 な もの で，

ポ ン プ船能力 600　PS，浚渫土量 73　400　mS
， 埋立面積 24600

m2 ，埋 立期間31日で 施工 され た 。

＿ 排砂管φ400m皿
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　4．2　分離堆積実験

　（1） 実験方法

　本実験 に お い て は ， 今ま で に述 べ た実験

方法を埋立工 事 の 条件に 合うよ うに一部変

更 した。試料 は 浚渫地区 の 細粒分 の 多い 地

域か ら工 事着工 前 に採取 し た 土 を 0・42mm 忌 O．

ふ る い で裏ごし し，海水で現場 の 設計含水

比 1000％ に 調整 した。工 事で は泥水が海面

上 か ら水中に投入 され る の で
， 実験 で は 高

さ 2m の シ リン ダ
ー

を使用 して まず 1m の

高 さま で 海水 を入 れ，管 の 上 か ら泥水をシ

ャ ワ
ー

方式で静か に入れて 全量 が 21n に な

・る よ うに し た。な お ， 泥 水投入直前 に現場

深度加積した質量百分率　〔％）

と同じ条件 の 有機系凝集剤 2ppm を 泥水に 添加 し 1 分間

か くは ん した。

　（2） 実験結果

　沈降曲線か らみ た 自重圧密 開 始時間 t。 は 5・2h で あ り，

層別試料は沈降時間 23h （〈tl。o）で採取 し た もの で あ る 。

　図
一13は破線 で 示す粒度 の 実験試料 の 沈降後 の 深度別 の

・粒度分布 で あ る。堆積試料 の 分離深度 は 図
一14（a ），（b）

．
の 二 つ の 図か らほ ぼ同 じ値が得 られ て fO’　b　Hs ：

＝ 　O・　63で あ

る
。 図

一13に ， 細粒土 と し て 堆積す る で あろ う粒度 は 図
一

14か ら求 め た もの を太線で 記入 し て い る。

　（3）埋立地細粒土 の 粒度分布

　現場 の 条件は ， 埋立地面積 が 小 さ く浚渫地盤に も砂分を

多 く含有 して い た 。 した が っ て 細粒土 が 広 く堆積す る条件

・に 欠 け る と こ ろ もあ る が ， 細粒土 の 多 く堆積す る越流 せ き

・に近 い 位置 （A ， B 点） と埋立沈殿地 （細粒分 の 沈殿池）

の 堆積土 （C ，D 点） を採取し粒度試験を行 っ た
。

　 図
一15は 埋 立地 お よ び 埋立沈殿地 に堆積した 細粒土 と浚

渫地盤 の 粒度組成を示 して い る
。 図中の 点線 は浚渫地盤 か

ら工 事前 に採取 し た 土 の 粒度組成 で あ る が ， 平面位置に よ

る 粒度 の 差 が 大 きい 地盤 で あ る。図
一13の 実験に用 い た試

料は浚渫地盤 で 細粒土 が多く堆積 し て い る地 点か ら採取 し

た もの で あ り，図
一13で 予 測 した分離堆積す る 細粒土 の 粒

度組成 は 埋 立 地 A ，B ，埋立沈殿地 C，　D の もの とほ ぼ同等

な もの とな っ て い る。なお ， 浚渫土 の 投入 口 に近 い A 点 に

杖 薄層状 に細砂が流入 して い る 。

　 5．　 お わ り に

　ポ ン プ 浚渫土 が埋 立 地 に 堆積す る と きに ， 分離堆積す る

細粒土 の 粒度組成を予測 した。分離堆積する細粒土 の 粒度

組成は浚渫地盤か ら採取 した 試料を工 事条件に 合わ せ た 方

法 で 沈降堆積 を さ せ ，to の 沈降状態 の 含水比 分布を測定す

〈a ）

ミ。，

所
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図
一15 埋 立細粒土 お よび 浚 渫地盤 の 粒度組成

る こ とに よ り予 測 す る こ とがで きた。なお ， 実工 事 との 対

応 で 難 し い 点は ， 投入含水 比 が一
定 で な い こ と，汚濁防止

の た め に添加 され る 凝集剤の 量 は 浚渫土 の 変化 と汚濁水 の

状況 に応 じ て 変更 され る こ と等 が あ る 。
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